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 要  旨 
近年，インターネットを利用することにより，たくさん情報を知り得ることができるようにな
った．一方，情報量が多すぎて，必要とする情報を得るのに，多大な労力や時間を費やさなけれ
ばならない．こうした中，ユーザが好む Web ページや商品といったものを推薦するための技術
として協調フィルタリングが注目されている．協調フィルタリングとは，多くのユーザの嗜好情
報から，あるユーザと嗜好の類似した他のユーザの情報を用いて推薦を行う方法である． 
しかしながら，既存の協調フィルタリングではユーザの最新の履歴も過去の履歴も同等として
扱っているという問題がある．既存の方法ではユーザの現時点までの情報を 1 つの情報としてこ
れらの類似度を計算し，類似度の高いユーザ同士を嗜好が近いユーザとする．この類似度を用い
ると，あるユーザの最近の履歴とそうでない履歴を同等として扱うために，時間を考慮した類似
度を計算できていない．それにより，既存の手法による推薦方法では各ユーザの嗜好を表現しき
れていないことになる． 
協調フィルタリングでユーザ間の嗜好を計算するには，ユーザの時間変化を反映させる必要が
ある．それにより，過去は過去の最近は最近といったものを区別することが可能になり，過去に
似た興味を持っており，ごく最近にも似た興味を持っているといった，さらに類似度の高いユー
ザを見つけることが可能になると考えられる． 
本論文では，第 2 章で，ユーザ嗜好の時系列性と先行性に着目した協調フィルタリングで紹介
されている時系列性と先行性を考慮した方法について説明し，Folksonomy とソーシャルブック
マークについてや本実験で用いるはてなブックマークについて紹介する．また，Folksonomy の
考え方に基づき Web ページを推薦する際に問題となるタグ表記のゆれを解決する方法について
触れ，その解決法であるタグをクラスタリングする方法について説明する．第 3 章では，提案方
式に至るまでの過程を説明し，具体的な方法についても説明する．第 4 章では，本実験の流れを
説明し，その後，既存の協調フィルタリングで利用されている方法についても触れる．第 5 章で
は，提案方式を実証するため，日本で 1 番利用されているソーシャルブックマークサービスであ
る，はてなブックマークを用いて実験を行い，提案方式の有意性を示す．第 6 章で，全体的な評
価，今後の課題を述べる． 
 
 
